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基本的な建物構造と
木造建物の耐震について



1 建物診断の歴史
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戦後の復興期～高度経済成長期

建築業界は「とにかく新築する＝スクラップ＆ビルド」

↓↓↓

オイルショック、バブル崩壊後の経済低成長期を経て

省エネルギー、環境問題への関心の高まり

「長期保有・利用に向けたメンテ、長寿命化」

⇒「建物の状況を把握する必要性」が生じ

建物診断の実施が増加



２ 主な調査内容
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①劣化診断

・目視調査

・打診、触診

・非破壊検査
（赤外線、超音波、etc）

②遵法性調査（既存不適格）

③耐震診断

・木造建物

・非木造建物（鉄骨、鉄筋コンクリートなど）



3 旧耐震と新耐震
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4 構造の違い
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5 木造の耐震診断➀
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6 木造の耐震診断②
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10項目各1点で自己評価し診断する

①建築時期

②大きな災害の遭遇有無

③増築時の申請有無

④痛みの有無、補修・改修の有無

⑤建物平面形状

⑥吹き抜けの有無

⑦上下階の壁面の一致

⑧壁配置バランス

⑨屋根材と壁の量

➉基礎形状



7 木造の耐震診断③
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▼一般診断法

・専門家（建築士、建設関係者）が簡易的に実施

・1～3階建ての戸建て住宅が対象
・図面を基に現地目視にて実施する非破壊検査

・2～3時間で完了

▼精密診断法

・専門家（高度な知識と経験をもつ建築士など）が実施

・一般診断で「改修の必要性が高い」と判断された住宅

・必要に応じ壁、天井等を剥がし内部構造を確認する

・半日～数日



8 木造の耐震診断④
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▼木造住宅のIw値＝Pd（保有耐力）÷Qr（必要保有耐力）
・耐力⇒地震に対する強さ

・保有耐力⇒その住宅が持つ地震に対する強さ

・必要保有耐力⇒地震で倒壊しない為に必要な強さ



9 木造の耐震診断⑤
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10 調査・診断の後、建物をどうする？
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▼リフォームして再利用

・自己使用

・賃貸とする

▼取り壊す

・取り壊し後売却

・駐車場として利用

・そのまま保有

▼そのまま・・・



11 誰に相談するか？
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▼売買仲介会社の答え

「売却して買い替えか、金融資産で運用しましょう」

▼リフォーム会社の答え
「修繕して活用しましょう」

▼ハウスメーカーの答え

「建替えて新築物件にしましょう」

・・・お隣同士、同一の建物でも最適解は人それぞれ

客観的な比較検討が必要です



12 客観的な比較検討の為に
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▼ご自身、ご家族のライフプラン

・１０年後、２０年後のあり方も視野に入れる

▼万一の相続
・させる側（ご自身）する側（相続人）の意思
・資産は動産（金融資産）、不動産どちらが良いか？
・相続税はかかるか？かかる場合納税はできるか？



13 行政の取組（品川区の例）①
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14 行政の取組（品川区の例）②
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ご視聴頂き、ありがとうございました

ご質問ご相談は

下記にて承ります

電話:03-3400-8620
メール:soudanbu@tojukyo.net
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